
FPGA設計を活⽤し、IoT時代の社会に役⽴つ効率的な
情報システムの提案を⼼がけています。

略歴 所属学会など
平成13年、奈良先端科学技術⼤学院⼤学情報
科学研究科博⼠後期課程修了。博⼠（⼯学）。
平成13年より名古屋⼤学⼯学部助⼿、平成16
年より同⼤学院情報科学研究科助⼿、平成19
年より同助教。VLSIアーキテクチャ、CADア
ルゴリズムの研究に従事。平成25年に⽇本⼯
業⼤学准教授に着任し、現在に⾄る。

電⼦情報通信学会
情報処理学会
IEEE Computer Society

回路に関する付加情報を⽤いた設計最適化

主な論⽂発表
1) Naoaki Shibata, Hiroto Kondo, Hiiro Miyai,
Kazuhiro Nakamura, An Efficient Binary Comparator 
Design Method for Strip-Mining and Loop-Tiling,第31回
回路とシステムワークショップ, pp. 185-190, 2018.
2)中村⼀博, 加藤利康, 勝間⽥仁, ⾼瀬浩史, 丹⽻次郎, 学部3
年通年必修PBL型授業の実践と分析, 電気学会論⽂誌Ｃ（電
⼦・情報・システム部⾨誌）, Vol.138, No. 7, pp. 877-
885, 2018.

共同研究の事例
・ソフトウェアとハードウェアの協調によ
る組込みシステムの消費エネルギー最適化
（平成18年〜平成23年）

お問合せ 345-8501 埼⽟県南埼⽟郡宮代町学園台4-1 
⽇本⼯業⼤学 先進⼯学部 情報メディア⼯学科 中村 ⼀博
Tel. 0480(33)7465 (直通),  E-mail : nkmura@nit.ac.jp

研究紹介

ディジタル回路設計
FPGA・IoT・論理回路

中村 ⼀博
なかむら かずひろ

准教授

コンピュータを使って問題を解く⽅法には、ソフトウェア化に適した⽅法と、ディジタル回路化・
FPGA（Field Programmable Gate Array）設計に適した⽅法があります。FPGAは設計者がその場で
プログラムすることが可能な論理回路であり、IoT（Internet of Things）時代には、時間のかかる計
算や⼿間のかかるデータの分析、探索、認識などの処理を効率良く⾏うために、様々なFPGA設計が活
⽤されると考えられます。本研究室では、計算の順序や⽅法を⼯夫し、ディジタル回路化・FPGA設計
した際に⼩⾯積で⾼速な回路となる⽅法（ハードウェアアルゴリズム）の研究を⾏っています。

⾝の回りの多くの電⼦機器にはプロセッサや算術演算回路（加減算回路や乗算回路）など、多数の
ディジタル回路が組込まれていま
す。このようなディジタル回路を
設計する設計者が持つ、設計され
た回路に関する知識（回路に関す
る付加情報）を活⽤すると、ディ
ジタル回路の⼩⾯積化・⼩型化な
どの効果が期待できます。私たち
は、回路への⼊⼒パターンを考慮
した加減算回路や⽐較回路の簡単
化の研究を⾏っています。
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比較回路の簡単化

先進⼯学部
情報メディア⼯学科
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「メディアテクノロジーが、多様な⼈々とどのように
関わっていけるか」を考え実践していきます。

略歴 所属学会など
⽐較的新しい芸術表現であるメディアアート
を通じ、技術と社会との関係について研究し
ている。展覧会の企画制作や、メディアテク
ノロジーを理解し体験できるワークショップ
を実施してきた。また、テクノロジーを⽤い
た作品鑑賞⽀援にも取り組んでいる。岐⾩県
⽴国際情報科学芸術アカデミー（IAMAS）卒
業後、同校研究員、NPO法⼈デジタルポケッ
ト理事、⽂化庁研究補佐員、⽇本芸術⽂化振
興会基⾦部プログラムオフィサー（メディア
芸術）を経て、2020年より現職。

⽇本映像学会
デジタルアーカイブ学会

メディアテクノロジーを活⽤した展⽰企画等

主な論⽂発表
・『美術館展⽰における様々な視覚能⼒に対応した
「触図漫画」の設計検討』⼾⽥康太、⼩林桂⼦、⼩河
原美波、加藤あずさ、城⼾彩夏、篠⽥怜寿、髙⼭七虹、
⼤⾕智⼦、渡邊淳司
⽇本バーチャルリアリティ学会論⽂誌、Vol.25, No. 3,
2020.

共同研究の事例
・⽂化財等に対するICT技術を活⽤した効果的な
展⽰・説明を⽀援する⼿法の調査研究（春⽇部市
包括的連携推進事業、令和3年〜）

研究紹介

メディア芸術・
メディアデザイン

⼩林 桂⼦
こばやし けいこ

准教授

「⾃分を含めた多様な⼈々」に向けた、メディ
アテクノロジーを活⽤した表現・デザインに取り
組みます。ウェブやアプリの制作、イベントや
ワークショップの企画運営、作品や展⽰の調査な
どを通して、これからの社会におけるメディアテ
クノロジーの可能性を探ります。

研究室では、Webサービスやスマートフォンア
プリの企画・開発のほか、遺跡のガイドアプリの
調査や、アーティストと協働して⾏うプロジェク
ションマッピングイベントの実施などを⾏なって
います。

主な活動
・「トウブコの冬」（地域活動系授業で制作するイベント）（令和4年〜継続中）
・茅ヶ崎市美術館「ネットで楽しむ・つくる・アート体験」（企画アドバイザー）（令和2年）
・⽂化庁「ここから」展（企画監修）（平成29年〜平成31年）

先進⼯学部
情報メディア⼯学科


